研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　青南病院　　　　　　職　種　臨床心理技術者　　　　氏　名　小嶋　彩香

	期　　間　　平成　20年　10月　9日　～　平成　　年　　月　　日

	出張目的　第36回日本精神科病院協会精神医学会　

	出 張 先　「盛岡市民文化ホール」　及び　「いわて県民情報交流センター」

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】

　まず、このような大きな学会に参加したのは初めてであり、「こんなにも人が多いのか…！！」という印象だった。自分の発表以外では、心理職がメインとなる発表は１つのみで、「これだけは聞こう。」という目的を持って参加した。

　今回「もの忘れ検診による認知症の早期発見～タッチパネル式判定を用いた検診の有用性～」について発表することとなった。もの忘れ検診についての概要、流れについて報告し、もの忘れ検診の結果を報告した。また、地域で行なうもの忘れ検診というものがどういう位置づけにあるのかについても報告した。

自分が3年間行なってきたこととは言え、人に何かをまとめて伝えるという難しさを、今回痛感した。このようにして、自分の行なってきたことを１つの形にしていくことは、精神科で働く上で必要なことであると考える。結果を処理し、仮説を立て、色々な方向から検証していく。それを「発表」という形にすることにより、他者（多職種）からフィードバックをもらう事が出来る。このことは、日々の業務を振り返ることができ、よりよいサービスの提供、専門性の向上へと繋がるのではないかと考える。フロアから質問が挙がり、すんなりと答える事が出来た事が、自分にとって非常にうれしいものであった。質問されるということは、自分の発表に興味を持たれていることである。質問に対して答える事によって、今回の発表・発表するにあたっての準備段階で、自分の業務を少しでも振り返ることが出来ていたのではないかと感じることが出来た。

精神医学会のような大きな学会で、正直あまり発表したいと言う気にはまだまだなれないが、何かを形にすること、伝えることの難しさ、日々の自分を振りかえることの大事さを学んできたつもりである。　次回参加させていただく機会があれば、他の発表を聞いて楽しむ余裕を持って参加したい。

【質問・回答】

①「病院（青南病院）に精査で受診した方は、どのくらいの割合で病名がついたのか？」

回答：「9名受診していますが、「異常なし」と診断された方は1名のみで、残り8名は、アルツハイマー型認知症や軽度認知障害と診断されています。」

②「もの忘れ検診で、本来ならば認知症疑いと診断されそうな方を拾えていないと言う事も考えられると思うのですが、そういった方々に対してどのようにしていったらよいか意見をお聞かせください。」

　回答：「認知症疑いとして拾いすぎている可能性は報告させていただいていますが、やはり拾えない場合も考えられます。機械のスクリーニング精度を上げることもそうですが、個人的には、1年に1度だけではなく半年に1回というように、もの忘れ検診を定期的に行う事が良いのではないかと思います。」

【他の発表について】

『チーム医療は臨床心理士に何を望むか―インタビューを通してみた萩病院の臨床心理士―』

　山口県　医療法人水の木会　萩病院　武田　朋昭　

山口にある萩病院の臨床心理士の活動では、カウンセリング、心理アセスメント、地域援助等が挙げられる。萩病院の「チーム医療」が臨床心理士への活動要望として「患者様との関わり方への助言」「職員のメンタルヘルス」などがアンケート調査（対象者33名）においてわかった。さらに、アンケートの結果から、臨床心理士に対して、情報共有など多くの協働を求めている事が示唆された。チーム医療において対人援助を行なう上での不安があり、それを和らげるために、臨床心理士に何らかのアドバイスを求めている傾向があることが示唆された。臨床心理士がチーム医療において多職種とラポールを形成するためには、雑談のようなアンフォーマルな関わりを通して、信頼関係を作り、相談できる相手として協働体制を構築していく事が大切なのではないかと言う。
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